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□問題意識 と課題設定

HIV/AIDSだ けに限 らず、社会運動や ボランテ ィアな どの集合行為の現場 では、当事者 との関係性が

問われ続 けてい る。 ボランテ ィアは、常 日頃 当事者 と向 き合 い、 さまざまな活動 を展 開 してい る。 そ う

した営みの中か ら当事者 と非当事者 との関係性 を議論す ることはできないで あろうか。本論文 では、当

事 者 の 対 カ テ ゴ リー 「非 当事 者」か ら、 「良 心 的 支 持 者conscienceadherents」 と 「良 心 的 構成 員

constituents」 概念 を抽 出 して議論 を進 め る。良心的支持者 ・構成員概念 は、 も とは社会運動論 にお い

て提起 され、運動か ら直接の利益 を得 られ ないに もかかわ らず運動参加 ・関与す る人々を指 し示す。良

心的支持者 ・構成員 は、 こん にちの市民活動 の活動 を担 うボ ランティアをはじめ とす る、 当事者 と関係

を取 り結 ぼ うとす る多 くの人々 と符合 して いる。

20年 以上前 の古 めか しい概念 を持 ち出す ことには疑 義があ るか もしれ ない。社会運動論 において も、

良心的支持者 ・構成員概念 についての理論的 ・実証的展開は十分で はない どころか、皆無 に等 しい。 し

か し、現実 の社会運動 を見てみれぼわか るよ うに、多 くの社会運動 の成否や隆盛 を語 る上で、良心的支

持者 ・構成員 は重要 なアクターであ り続 けて いる。む しろこんにち求 め られてい るのは、動員 の対象 と

な る人々を分類 しただ けに とどまった資源動員論で はな く、参加者 と運動組織 とがお こな う意味付与の

相 互作用 プロセ スに着 目す る 「フレー ミング分析」か らの良心 的支持者研 究であ る。良心的支持者 ・構
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成 員の立場 は常 に他者か らの まなざ しによ り揺 れ動 き、活動 自体 に も影響 を与 えうることは容易 に想像

がつ く。社会的マイ ノリティ とのかかわ りか ら生 じる 「違和感」は どのよ うに解消され る(す べ き)も

のなので あろ うか。当事者 も良心 的支持者 ・構成員 も満足で きる関係性 は どの ように して構築可能 なの

であろ うか。本論文では、 「なぜ、人 は良心的支持者 ・構成 員 にな る(な れ る)の か」 とい う問い を提起

し、 「フレー ミング分析」 の視角か らHIV/AIDSを め ぐる集合行為 を考察す る。

本論文 の表題の 「『良心 的支持者』概念 の理論 的展開」 とは、この ような問題 意識 に もとつ く、社会的

マイ ノリティをめ ぐる集合行為 を分析す る視座 の彫琢 を意味す る。 したが って、良心 的支持者概念の学

説研究や、HIV/AIDSを め ぐる問題の事例分析 を展開 す ることその ものが本論文 の 目的で はない。医

療社会学や市民活動論 な ど、 さまざまな隣接領域 と対話可能 にす るために、良心的支持者概念の理論的

展 開を実践的関心に もとづ き展開す るものであ る。

筆者が この ような問題関心 をもつ に至 ったのは、 これ まで に参与観察等で出会って きた野宿者や薬物

依存症者、セ クシ ュアル・マイ ノ リテ ィ、本論文でお もに取 り上 げ るHIV感 染者/AIDS患 者 な どの社会

的マイノ リテ ィは支援 されて しか るべ き存在 である と捉 えられがちであった ことに関す る根源的な疑問

か らで ある。確 かに、社会的 に弱い立場 にあ る人々 を支援 し、代弁 するこ とは意義 のあ る活動であ る。

しか し、支援 活動 を担 うボランテ ィアの中には、問題の当事者 であ る社会的マイ ノリティを 「助 ける対

象」として しかみな していない人 もい る。つ ま り、自身 と相手 との問に、強 く太 い境界線 を引 いて しまっ

て いる。 それゆえ、支援す るこ とで 自分 自身を満足 させ る人々の活動 は、必ず しも社会 的マイノ リテ ィ

のセル フ ・エスティームself-esteemを 高 め、 同じ地域社会 で生 きて い くことに寄与す る とは限 らない。

筆者が参与観察 において体験 した例 で言 えば、HIV/AIDSの 予 防啓発活動で、HIV/AIDSの 「恐怖 感」

をあお るような語 り方が、 これ までに幾度 と無 く否定 され、見直 されて きたに もかか わ らず、 しか し、

出て くる言葉 は 「気 をっ けない と感染 して大変 な ことにな る」 とい う、予防啓発 に も感染者 ・患者の人

権擁護 にもな らない言葉 ぼか りになって しまっていた。他 のスタ ッフはどれだ けこの違和感、 もし くは

ジ レンマ を自覚 し、活動 を続 けていってい るのか。 この問題 関心 は、 それ以後 の参与観察 と理論的考察

を進め る上での重要 な研究テーマになっていった。

原因不明の奇病 に対 してAIDS(AcquiredImmunoDeficiencySyndrome:後 天1生免疫不全症候群)

と命名 された1982年 以降、全世界でHIV(HumanImmuno・deficiencyVirus:エ イズ ウィルス)/AIDS

をめ ぐっては さまざまな動 きがみ られ る。 日本 においては、血友病 患者 に対す る 「非加熱輸入血液 製剤」

による感染が大 きな社会問題 になった。加 えて、男性 同性愛者 に感染者 が多 かった こ とか ら、 「ゲイ ・

バ ッシ ング」 も激 しさを増 した。 さらに、 こん にちなお異性 間性 的接触 による感染者 も日本で は増加 の

一途をた どっている。 それ によ り、セ クシュァ リテ ィな どこれ まで隠蔽 され、語 られて こなかった問題

が浮 き彫 りにな る。高価な抗H:IV薬 の分配や予防啓発 モデルの展開 に際 しては、 アメ リカな ど社 会階層

やエスニ シティ間 の亀裂 も顕在化 してい る国 もある。HIV/AIDSを め ぐる諸問題 は、世界 中の多 くの

社会的マイノ リティに大 きな影 を落 としている。

この ような状況 に対 して、HIV/AIDS関 連の社会運動 あ るいは市民活動 団体が、感染者 ・患者 の権利

擁護やケアに大 きな役割 を果た して きた。薬害HIV訴 訟 をめ ぐって は、旧 ・厚生省 を取 り囲んだ 「人間

の くさ り」や座 り込 み活動、デモ行進 な どに多 くの若者が参加 して いる。HIV/AIDS関 連の活動 として

こん にち全 国に展開 されてい る 「電話相談」事業 も同様で ある。 これ らの活動 を担 って きたのは、「ピア」

な関係 を築 き得 る当事者だ けではな く、多 くの良心的支持者 ・構成員であった。筆者 の参与観察先 「東

北HIVコ ミュニケーシ ョンズ(THC)」 は、1993年12月 か ら活動 を続 けてい る団体で ある。

しか し、現在 の 日本 におけるHIV/AIDSに 関す る社会科学 的研究 の主流 は、薬害被害者 とその家族 を

一147一



対象 とした もの となって いる。 しか し、社会運動論、 とりわけ フレー ミング分析 による良心的支持者論

を構想す る本論文 の 目的 と問い に照 らせ ば、 ここで求め られ るのは、 む しろ当事者 の問題意識 を非当事

者で ある良心的支持者が どの ように受容 し、解釈 し、他 に伝承 す るのか を考察す ることである。良心的

支持者 も社 会運動 に参加 し、問題 を語 る重要 なアクターであ る以上、良心的支持者 自身 に よる問題 の意

味づ け行為 が、 さらなる動員や 問題 の同定 に とって重要 な意 味 を及ぼ す。 さまざ まな社 会的 マイ ノリ

テ ィが集積 し、多 くの社会問題 を惹起 させ たHIV/AIDSに 関与 しよ うとす る非 当事者 を分析 す ること

は、HIV/AIDSを め ぐる従来の諸 問題 の考察 とは一線 を画 し、本論文で企 図す る 「良心 的支持者概念 の

再考 と再提起」 に多 くの示唆を提供 する。

本論文 は、 「なぜ、人 は良心的支持者 ・構 成員 にな る(な れ る)の か」 とい う問いにつ いて、 さ らに細

分化 した 「3つ 」 の問い について議論す る ところか ら迫 ってい く。3っ の問いにそれ ぞれ迫 るこ とに よ

り、 人はなぜHIV/AIDSを め ぐる集合行動の良心的支持者 になる(な れ る)の か を、理論的 ・実証 的に

考察 で きる。

人はなぜ 「良心的支持者」になる(な れる)の か?大きな問い]

問い]
▼ 「/1 7

なぜ資源動員論で良

心的支持者分析が不

可能なのか?

良心的支持者になる

プロセスで何が起 こ

っているのか?

良心的支持者にとっ

てHIV/AIDSと は

何なのか?

〈第1部1章 ・2章 〉 〈第II部4章 〉 〈第II部3章 ・5章 〉

結論] ▼ 「
/1 7

∠/、

フレー ミング分析に

よる良心的支持者概

念の再構成

kノ

r＼

価値を相対化する

「ワークショップ」

の重要性

＼ ノ

r、

自分の中にある
「当事者性」(マ イノ

リティ意識)の 探求

又 ノ

理論的考察]
▼

①ボランティア ・市民活動研究 との対話可能性 く第HI部6章 〉

②運動参加 とアイデンティティ形成 〈第m部7章1節 〉

③市民社会での良心的支持者の位置づけ く第HI部7章2節 〉

④当事者研究 との対話可能性 〈第II部7章3節 〉

図 本論の構成
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□各考察のま とめ

①なぜ資源動員論で良心的支持者分析 が不可能なのか?(1・2章)

第1部 では、理論上、 とりわ け近年 の社会運動論の議論 を再考 するこ とで、良心 的支持者分析 の理論

的視座 を構想 した。資源動員論 は、良心 的支持者 ・良心 的構成員概念 を産 み落 としたが、実際の ところ

は社会運動組織 に とっての動員の対象 、主 たる資源の源泉 として分類 しただけであった。 したがって、

運動か ら直接 の利益 を得 るにもかかわ らず、運動に参加 しない 「フ リー ライダー」 の研究 は進 んだ もの

の、 その一方 で良心的支持者の運動 での位置づ けや心性 につ いて はまった くといって よい ほど考察 され

て こなか った。

しか し、資源動員論が提起 のモチーフ としていた公 民権運動 をはじめ として、 さまざまな社会運動が

多 くの良心的支持者 の参加 を得 て成果 をあげてい るこ とは周知の事実であ る。 良心的支持者 は、利害 当

事者(被 害者)だ けの もの としてみ られが ちな当該の問題状況 につ いて 自分 な りに解釈 し、意味づ けを

す る過程 で運動への参加や コミッ トを して い くのではないか。 この ような運動参加 の 「プロセス」 と意

味構築 を分析対象 にす るの に最 もふさわ しいのは、シ ンボ リック相互作用論 の基礎視角 を援用 す ること

でス ノー らに より提起 された 「フレー ミング分析」 である。

フレー ミング分析 は、提起後、多 くの理論的 ・実証 的研究 を産出 したが、 その一方で、研 究者 に よる

動員(量)の 事実 に適合的な 「フレーム捜 し」が問題 とな るな ど、新たな課題 も浮かび上が って きつつ

ある。 そ こで本論で は、ス ノー らの本来の眼 目の一・つであ るプロセスの重視 と、 よ り広い社会 的文脈 に

照 らした ときの集合行為 フレームの布置関係 を示す 「対抗 フ レー ミング」の考慮、 さ らに良心的支持者

概念の再構成 を課題克服の足 がか りとして提起 した。本論文 は、 当事者の枠 を超 えた社会運動な どの集

合行為 の意味 ・意義の考 察や、 ボ ランティアや会員(=良 心的支持者)に より支 えられ る市民活動 団体

分析へ の寄与 、良心 的支持者が影響 を被 る対抗 フレー ミング理解 の進展 に貢献 で きた と考 え る。 よっ

て、良心的支持者 を動員の対象、資源の主要 な源泉 として しかみ な して こなか った資源動 員論に代 わ り、

フレー ミング分析が、争 点や担 い手が多様化 した こんにちの社会的マイ ノリティ、本論文で取 り上 げる

H:IV/AIDSを め ぐる社会運動や市民活動団体の分析 に大 き く寄与で きることが示 された。

② 良心 的支持者 になるプロセスで何が起 こっているのか?(4章)

第II部 では、良心 的支持者概念 を手がか りに、こんにちの日本 のHIV/AIDSを め ぐる問題 状況 につい

て、筆者 の参与観察や関係者 の聞 き取 り、参与観察先 の文書資料な どのデータか ら考察を加 えた。 その

中で取 り組 むべ き小問を2つ 提起 し、活動への コミッ トメン ト・プロセスにっ いて は、特 に4章 で議論

した。 コミッ トメ ン ト ・プロセ スは、 フレー ミング分析の主要な分析 対象 となって いる。 この問いは、

フレー ミング分析の理論 的な関心か ら生起 した ものである といって よい。

筆者 は 「エ イズ電話相談 員養成講座」 を受講 し、 どのよ うな経過 をもって電話相談員 として活動 を続

けてい くのか を自身の体験 な どを もとに考察 した。講座 は、HIV/AIDSに 関す る、いわば知識偏重型の

講演形式で はな く、 こんにち市民活動の多 くの現場 で用 い られてい る 「ワークシ ョップ」 とい う手法 に

則 った もので あった。人 の発言 を批判 した り裁いた りせず、秘 密 を厳 守す るといったルールによって、

発言 の機会 ・権利が保 障された参加学習の場 であ るワークシ ョップは、価値観 を安全 に表 明でき る場で

もあ る。 はじめに、自 らの もつHIV/AIDSに 対す る否定的なイメージを吐露す ることによ り、自分 自身

の価値志 向に向 き合 うことがで き、正 しい知識 を自分 のもの とし、 「自分事」 としてHIV/AIDSを 考 え

るきっか けをワー クシ ョップは提供 した。 この ような 「セル フヘル プ ・グル ープ」の ミーテ ィングのよ

うなワークシ ョップの機能 は、 自身の持つ問題意識 に向き合 うこ と、 さらには他者 の価値 志向、 た とえ
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ぼセ クシュァ リテ ィな どの受容 を促進す る。 これは、特 に電話相談員 に求め られ る資質で ある 「傾聴」

の姿勢 にも合致す るものである。 この ワー クシ ョップを経験 し、数回のロールプレイな どを経 て、筆者

は電話相談員 とな った。その後、翌年度 に講座 を受 け る側か ら講義をす る側 として講座 にかかわ るよう

になる と、 よ り知識の定着が はか られた。

こうした ワー クシ ョップの 「正」の側面 は、多 くの人々 によ り強調 され るところで はあ るが、実際 に

は 「負」の側面 も見 出す ことがで きる。一 つは、 あま りにワー クシ ョップで の体験が 「心地 よい」 もの

と感 じるあま り、 「その場限 り」の世界 に安住 しかね ない。加 えて、大 人数 を前 に した講演活動 の際 に、

ワークシ ョップに適 当な規模 に参加 人数 を制 限 しておいた方が話 しやすかったのに とい う壁に突 き当た

ることもあ る。 もう一つ は、 そもそも自分 の感情 を表出す るこ とに苦 手意識 を持っ人 に とっては、 い く

らルール上、相手 の話 を遮 らない とい うことに して はいて も、結局 の ところ、十分な参加 の保 障が得 ら

れ ないこ とにな る。それ ゆえ、 ワー クシ ョップの場 自体か らの 「退出」 とい う選択肢が現実 味を帯 びて

くる。 もち ろん、そ もそ もルールが守 られず、「非難合戦」のよ うになって しまえば、ワー クシ ョップは

「癒 し」 どころか、か えって精神 的暴力 の場 と化 す。 しか し、 こ うした側面 を差 し引 いて も、HIV/

AIDSの 理解 と受容、 さ らには活動へ の コミッ トメ ン トの醸成 にワー クシ ョップの一定程度の有効性 は

認 め られ る。 ここか らさ らにHIV/AIDSの 問題意識 を深 めてい くために、THCで は 「当事者性 の探求」

に取 り組んでい る6

③良心的支 持者 にとってHIV/AIDSと は何なのか?(3章 ・5章)

第II部 で取 り上 げた もう一つの問いは、HIV/AIDSに 即 した ものであ る。つ ま り、HIV/AIDSに つ

いて良心的支持者 は どのよ うな意味づけをお こない、他 者 に伝承 し、 自身 を活動へ と駆 り立 てているの

かが最後 の問いであ る。特 に焦点が合 わせ られ るのは、エイズ ・パニ ック期 か ら薬害HIV、 性行為感染

の増加 、さ らには 「薬害肝炎」問題 の顕在化、 とい うHIV/AIDSを め ぐる問題状況の変化 による語 り方

の変容であ る。

こん にち、先 述の ワー クシ ョップや教 育機 関への講 師派遣 な ど、HIV/AIDSを 語 る際 に、人々 の共感

を得 るために、社会運動 ・市民活動 は説得 的な集合行為 フレームの形成(=戦 略的 フレー ミング)を お

こな う。そ こで現在で は、薬害HIV期 の 「被害者 一加害者 図式」 と、性行為 をす る人 すべ てに感染の リ

ス クが ある とす る、性感 染症 の一 っ としてのHIV/AIDSと い う2種 類 の戦 略的 フレー ミングが混在 し

てい る状況 にあ る。 それ ゆえ、前者 の ような帰責の対象 を別 に設定 す ることによ り、性行為感染 の増加

とい う事実 に 目が 向け られず、性行為 感染は 「自業 自得」 とい う意味づ けを付与 されがちになる。他 方、

後者 の場合、 どうして もHIV/AIDSに 関す る 「恐怖」 に訴 え る 「予 防啓発教育」 にな りが ちで ある。

これ らの戦略 的 フレー ミングは、HIV/AIDSが どの ような疾病 であ るか は説得 的に説 明はで きて も、

良心的支持者 な どの人々が問題 意識 を醸成 させて い くしくみや モーメ ン トは提供 しない。 そ こで はもう

一つ、 「動機 的 フレー ミング」が重要 な機能 を果た してい る。先述 したHIV/AIDSを 「自分事 として」

捉え ることも、 この動機 的フレー ミングの一っで あるが、さ らに、 自身の問題意識 を深め るのに、THC

で は、当事者/非 当事者、薬害HIV/性 行為感染、 といった問 に境界線 を強 く太 く引 くとい うよ りは、

自分 の中にあ る 「当事者性」に気づ くことが重要であった。感 染 して いるこ とは、検査 を受 けない とわ

か らず、見 た 目で は判断で きないHIV/AIDSの 場合、カ ミングァウ トしない・で きない人々の存在 をあ

ぶ り出す ようなや り方 は、感染当事者 との問 に境界線 を引 くことにつ なが る。THCで 強調 するの は、感

染者 の存在 をない ものに して しまうことに対す る強い忌避感情、つ ま り 「無 自覚に感染者 を排除 して し

まっていないか」 とい う意識 を どの ように獲得 してい くかを問い続 け、他 に伝承 す ることで あった。 こ

一150一



の ように、当事者 を実体化 して捉 えず、 プライバシーを守 り合 う良心的支持者 として 「当事者性」 を探

求 してい こうとす る姿勢 がTHCの 活動 の特徴で ある。 「当事者性の探求」は、感染当事者 との間に境界線

を引 き、感染 当事者 を無意識 の うちに排除 して しまうことを抑制す る意味 と、薬害HIVと 性行為感染 そ

れぞれ を語 って きた戦 略的 フレー ミングを架橋 し、包括的 に語 る道 も拓 く。

□良心 的支持者概 念の理論 的展 開

①ボ ランテ ィア ・市民活動研究 との対話可能性(6章)

以上 の3つ の問い を考察 した上で、 さ らな る 「良心的支持者論」の彫琢 をめざ して、第HI部 で理論的

考察 をお こなった。 こんにちのボランティア批判 の大部分 は 「伝統 的ボ ランティア観」か ら 「組織で活

動す るボランティア像 」への移行 の際 に起 こる現象 への批判 とい う形 で噴出 して いる。 「純粋 な動機 で他

人 のた めに無報酬 で行動 す る人」を想定す る伝統 的ボランテ ィァ観 では、 「自発性」や 「無償性」、 「素人

性」、 「片務 的な関係性」が前提 とされ る。 その結果、 こんにちの市民活動 ・NPOで 活動 する ような、対

価 を受 け取 り、高度 に専 門的で、 自己実現志向的で、かっサー ビス受給者 との相互作用 か ら学 ぼ うとす

るボ ランティアの活動の意義が見失われてい る。

ここで フレー ミング分析 の視角 を援用 す ると、良心的支持者 として活動 にコ ミッ トしようとす る個人

ボ ランティアは、組織での活動を経 て、伝統 的ボ ランティァ観 を変容 させ てい くと捉 えるこ とがで きる。

つ まり、 フレー ミング ・プロセ スを経て、個 々の参加動機や問題意識 が再構成 されてい く。ボ ランティ

ア批判 は、 その変容過程 と一般 的に流布 されてい る伝統的 ボランティア観 との ミスマッチ ングか ら生 じ

ている。良心的支持者 は、 この よ うにしてその場 に適 した ボランテ ィア像 を、 フレー ミング ・プロセス

か ら獲得 してい く。

以上 のボ ランテ ィア批判 論の批 判的検 討 を経 て、多 くの良心 的支持者 に よ り支 え られ、 「事業性」 と

「運動性」 をもった市民活動団体が社会(科)学 、 と りわ け市民社会論の分析対象 になる と考え る。社

会運動 よ りも一般 的かっ長期的 な視野 に立った社会 的 ミッシ ョンを掲 げ る市民活動団体 にとって、良心

的支持 者の幅広 い獲得 は急務 とされ る。問題 の当事者や一部 の人間 だけに問題 解決 を委 ね るので はな

く、問題 を広 く発信 し、オルタナティブを提 示す る 「運動性」と、継続的 に有効 なサ ービス を提供 す る 「事

業性」 の両立が志向 されている。

②運動参加 とアイデンティテ ィ形成(7章)

近年 の運動参加 に よる参加者 のアイデ ンテ ィティ形成の研究が高 ま りを見せて いる。 そこでの大 きな

論点 は、「個 人的アイデンティティ と集合 的アイデンティテ ィ との間の調整、もし くは結合」 とい う 「ア

イデンティテ ィ合致」で あった。社会運動論 では独 自に、個々の アイデ ンティティが相互 作用 的に共有

された集合的 アイデ ンティティに関す る議論 を展開 して きたが、 これ までの社会心理学な どのアイデン

ティティ研 究 との対話が不足 して いた と言われ る。

しか し、本論 で議 論 して きた よ うな社会 的マイ ノ リテ ィ、お よびその良心 的支持者 のアイデ ンティ

ティ形成 によ り迫 るためには、 ゴフマ ンが提起 した 「ステ ィグマ」に関す る議論 に立 ち帰 る必要 がある

であろ う。すなわち、社会 的経験:を経て獲得 す るに至 った、 自己 についての主観的感覚 を指す 「自我 ア

イデ ンテ ィティ」概念 の再 考で あ る。 自分 の中 に棲 みっ いた他 者 の声 多 くの場合 は否 定的 な もの

を身体 化 した人 々が、再 帰的 に 自己 を解釈 す る。本論 で は、 この積 み重 ねが集合 的アイデ ンティ

ティで ある と考 え る。 したが って、 自我 アイデ ンティティが集合的な ものに変容 して い くプロセスをフ

レー ミング分析 に よ り、 さ らに考察す る必要 があ る。
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③市民社会での良心的支持者の位置づけ(7章)

社会運動は問題 を提起 し抗議する社会運動組織だけで完結するものではな く、個々のもつ意味世界や

対抗 フレーミングとの関係性など、きわめて相互作用的な側面をもっている。フレー ミング分析による

良心的支持者概念の再提起は、 このような認識によるものである。そこで本論では、社会運動組織を中

心 とした市民社会像 を構成 した。このような市民社会は、当該の社会問題を、当事者や一部の社会運動

だけのものにせず、それらを取 り巻 く多 くの良心的支持者により問題が共有される、理解 と受容のグラ

デーションとして表現 した。

ただし、当該の社会問題に対 してさまざまな語 りがあるために、対抗 フレーミングが顕在化する可能

性があることも忘れてはならない。その際に良心的支持者は、一度は受容 した集合行為 フレームを手放

し、より適 した対抗 フレーミングに、意識的にも無意識的にも接近するか もしれない。 このような良心

的支持者がかかわる社会問題の重層性、多様性をどのように分析の姐上に上げるかが、問われていると

いえよう。

④当事者研 究 との対話可能性(7章)

本論では、HIV/AIDSを め ぐる集合行動 を担 う良心的支持者 を論 じた。一連 のエイズ ・パニ ックやゲ

イ ・バ ッシ ングな どにみ られ るように、HIV/AIDSは ステ ィグマが根強 く、感染不安や 「カ ミングア ウ

ト」の問題 を惹起 し、HIV/AIDSを め ぐる問題 を不可視化 して きた側 面がある。 それ ゆえ、現実の集合

行為 の レベルで 「当事者」 を規定 し、良心的支持者 と峻別 する ことは、 この ような感染 当事者 や感染不

安者 を名指 しし、 あぶ り出 し、排除 するこ とに加 担'しか ねない。THCは 、可視 的で ある良心的支持者 ・構

成 員 としての存在か ら先の プライバ シー に抵触 す ることを避 け、非実体 的な 「当事者性」を探求 した。 こ

の ことは、問題 を直視せず、 「同 じ人間で ある」 として安易 に 「み なが当事者 である」 と規定す る問題意

識 とも異 なって いる。

その一方で、HIV/AIDS以 外 の問題 ・イシ ューに関 して良心的支持者概念 を適用す る場合 、 「何 を、

運動 か ら得 られ る直接 的な利益 とす るか」あ るいは 「どのよ うな人々 を、運動 の担 い手 として規定す る

か」 とい う2つ の論点を考察 する必要があ る。考察 の手がか りとして、本論 では 「受益 圏 ・受 苦圏論」

に着 目した。従来の この議論 では、「受益圏の外、受苦圏 の外 にい るに もかかわ らず運動 に参加 す るのは

なぜか」 とい う点が考慮 され てお らず、紛 争の 「当事者 中心主義」に とらわれて いた。 その点 で、近年

の 「よそ者論」の提起 は、本論の企 図す る良心 的支持者概念 の再提起 と符合す る点が多い。 その意味で

は、 当事者 を過度 に 「聖化」 するこ とに よ り、周 りの人聞の問題意識 が醸成 されず、当事者 だけに問題

解決が押 しっ けられ るとい う事態 をここでは問題視 した い。

近年、「当事者研究」とい うべ き領域が広が り、われわれ は当事者 の抱 える問題 をどの ように汲 み取 る

べ きで あるのかを問われている。当該の問題状況 に対す る相 互行為 的な意味づ け過程 であ るフ レー ミン

グ ・プロセスの視座 に立 てば、 「誰に とっての問題 なのか」で はな く、 「社会/問 題 の解釈 の仕方 にっい

て の相 違」、つ ま り良心 的支持者 の問題 意識 の変 容 プロセ スに着 目す る必要が あ る。HIV/AIDSの 場

合、 当事者 を固定化 す ることによ り 「感染 当事者 一非当事者 」間の境界線 を強 く引 くこと、 さ らには、

カ ミングァウ トしない ・で きない人々を非 当事者 カテ ゴ リーに押 し込 めて しまうことを筆者 は恐れ る。

この ような問題 とその克服への試 みに、筆者 は自覚的であ りたい と考 え、 よ り一般 的な 「良心的支持者

論」の提起 を企 図す る。
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□今後 の課題 と展望

社会運動論 でかつて提起 された 「良心的支持者」概念 を、本論で はHIV/AIDSを め ぐる集合行為 を事

例 に、再構成お よび再提起 を試みた。今後 は、筆者が これまで に参与観 察 して きたHIV/AIDS関 連 の社

会医運 動 ・市民活動 をはじめ とす る、GID(GenderIdentityDisorder:性 同一性障害)の 会、 障害児

をもつ親の会、薬物依存症者 の会 な ど社会的マイ ノリティをめ ぐる集合行為 を分析 ・考察 す るためにも

「良心 的支持者論」 をさらに彫琢 してい く必要があ る。

そこで重要 になるの は、 フレー ミング分析 とアイデ ンティテ ィ研 究 との対話で ある。近年 になってス

ノー らもこうした論点 に取 り組 む ようになってい るが、 まだ議論が不十分で ある。7章 で提起 した 「自

我 アイデンティテ ィ」概念 を精緻化 し、集合 的アイデンティテ ィを再考 するこ とが上記の研究 を進展 さ

せ る と考 える。

本論 では論述で きなかったが、セル フヘル プ ・グループのような当事者 の会 を理論的 ・実証 的に どの

ように位置づ けるか とい う課題 も残 されてい る。かつて感染爆発 を経験 し、多 くの 「エイズ・ホスピス」

が立ち上が ったタイの事例、 さ らに、 その事例 の対極 に位置す る 「サー ビス ・プロバイダー」で あるサ

ンフランシス コの過去の2事 例 を考察す ることに より、良心的支持者論 にふ くらみ をもたせ ることがで

きよう。 これ らの事例 の検討 によ り、セル フヘルプ ・グルー プ、市民活動団体、社 会運動 とい う一連の

集合行為 を包括す るような枠組 みの構想が可能 とな る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、従来本格的な研究の乏 しかったスノーらが彫琢 してきた社会運動論のフレーミング分析の

理論的位置、理論的 ・方法論的課題 を内在的に検討 したうえで、この分析枠組みに依拠 して、提出者自

身の約3年 にわたる参与観察の経験をもとに、「良心的支持者」とはどのような存在なのか、運動組織 と

の問で どのような相互作用があるのかを問い、良心的支持者になるに至 る変容過程 を具体的に克明に解

き明かしている。これまで社会学的なHIV/AIDS研 究は少な く、しかも薬害HIVの 被害者に焦点をあ

てた研究に限 られてきた。本研究は、HIV/AIDS問 題の今 日的様相を社会学的に解明 し、この問題をめ

ぐる社会運動を支援する 「良心的支持者」に着 目す る新たな課題意識によって、自我アイデンティティ

の集合的アイデンティティへの変容プロセスへの注目、ボランティア論批判の乗 りこえ、良心的支持者

に着目した市民社会像の再構成、従来のHIV/AIDS研 究における当事者中心主義の乗 りこえなど、多 く

の知見を得てお り、その意味で貴重な成果である。

本論文 は、参加者 と運動組織 とがお こな う意味付与の相互作用 プロセスに着 目す る 「フ レー ミング分

析」に依拠 する良心的支持者研究で ある。HIV/AIDSだ けに限 らず、社会運 動や ボ ランティアな どの集

合行為 の現場では、参加者 と当事者 との関係性が問われ続 けてい る。本論文では、 当事者 を除 く 「良心

的支持者conscienceadherents」 と 「良心的構成員conscienceconstituents」 に着 目して、 どの ように

して良心的支持者 になるのか、良心的支持者へ の変容過程 を フレー ミング分析 に よって解明す る。良心

的支持者 ・構成 員は、資源動員論が提起 した概念で あ り、直接 的受益者 と区別 して、運動か ら直接の利

益 を得 られないに もかか わ らず運動 に参加 ・関与す る人々を指 し示す。良心的支持者 ・構成員は、社会

運動 ・市民活動 を担 うボランテ ィアをは じめ とす る、多 くの関与者 に対応す る。社会運動 の成否や隆盛

を語 る上で、良心 的支持者 ・構 成員 とい う視点 は不可欠であ る。
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しか し社会運動論 において も、 良心的支持者 ・構成 員概念 につ いて の理論的 ・実証 的展開 は皆無 に等

し く、その存在 はいわ ば自明視 されてきた。資源動員論 では、運動 の関与者 を分類 したカテゴ リーの一

つ に とどまって きた といって も過言で はない。 けれ ども良心 的支持者 ・構成員の立場 は常 に他者か らの

まなざ しに より揺れ動 き、活動 の盛衰 にも大 きな影響 を与 え うる。 当事者であ る社会 的マイ ノ リテ ィ と

のかかわ りか ら生 じる 「違 和感」 は どの よ うに解消 され る(す べ き)も のなのか。 当事者 も良心的支持

者 ・構成員 も充足 しうる関係性 は どのように して構築 可能 なのか。本論文で は、 「なぜ、人 は良心的支持

者 ・構成員 になる(な れ る)の か」 とい う問い を提起 し、 「フ レー ミング分析」 の視角か らHIV/AIDS

をめ ぐる集合行為 を考察す る。

提 出者が この ような問題 意識 をもつ に至 ったのは、 これ まで に参与観 察等で出会 って きた野宿者 や薬

物依存症者、セ クシ ュアル・マイノ リテ ィ、本論文で お もに取 り上 げるHIV感 染者/AIDS患 者な どの社

会 的マイ ノ リテ ィは支援 されて しか るべ き存在 である と捉 え られが ちであった ことに関す る根 源的な疑

問か らで ある。往 々に して支援活動 を担 うボ ランティアの中 には、当事者 である社会的マイ ノリテ ィを

「助 ける対象」 として しかみな していない人がい る。支援活動が、必ず しも社会的マイ ノリテ ィ自身の

セ ルフ ・エス ティームself-esteemを 高め、同 じ地域社会で生 きてい くことに寄与す る とは限 らない理 由

は この点 にある。

原因不明の奇病 に対 してAIDS(AcquiredImmunoDeficiencySyndrome:後 天性免疫不全症候群)

と命名 された1982年 以降、全世界でHIV(HumanImmuno-deficiencyVirus:エ イズウィルス)/AIDS

をめ ぐって さまざまな動 きが み られ る。高価 な抗HIV薬 の分配や予 防啓発モデルの展 開に際 しては、 ア

メ リカな どの ように社 会階層 やエスニ シテ ィ問の亀裂が顕在化 してい る国 もあ る。HIV/AIDSを め ぐ

る諸問題 は、世界 中の多 くの社会的マイ ノリティに大 きな影 を落 としている。 とくに 日本 において は、

血友病患者 に対す る 「非加熱輸入血液製剤」 に よる感染が大 きな社会問題 にな り、 「ゲイ ・バ ッシング」

も激 しさを増 した。 しか も日本 は先進 国の中で は唯一、 こんにちなお異性間性的接触 に よる新規の感染

の判明者が増加 の一途 をた どってい る国である。

この ような状況 において、HIV/AIDS関 連 の社会運動あ るいは市民活動団体 が、感染者 ・患者の権 利

擁護やケ アに大 きな役割 を果た して きた。薬害HIV訴 訟 をめ ぐって は、 旧・厚生省 を取 り囲んだ 「人間の

くさ り」や座 り込み活動 、デモ行進 な どに多 くの若者 が参加 してい る。HIV/AIDS関 連 の活動 として こ

ん にち全 国に展 開されて いる 「電話相談」事業 も同様 であ る。 これ らの活動 を担って きたの は、多 くの

良心的支持者 ・構成員で あった。提 出者が この3年 間集中的に参与観察 に取 り組んで きた 「東北HIVコ

ミュニケー シ ョンズ(THC)」 は、仙 台に本拠 をお き、東北6県 を対象 エ リア として、1993年12月 か ら

活動 を続 けてい る団体で ある。本論文 の依拠す るデー タは、主 に この団体への参与観察経験 をも とに し

て いる。

従来の 日本 におけ るHIV/AIDSに 関す る社会 科学的研 究の ほ とん どは、薬害被害者 とその家族 を対

象 とした ものに限 られていた。 これに対 して本論文は、 当事者 の問題意識を非 当事者で ある良心的支持

者が どの ように受容 し、解釈 し、他 に伝承す るのかを考察 す ることを主題 として、社会運動論、 と りわ

けフレー ミング分析 によって この問いに答 えよう とした。 良心的支持者 も社会運動 に参加 し、問題 を語

る重要なア クターで ある以上、良心 的支持者 自身に よる問題 の意味づ け行為 が、 さ らなる動員や問題 の

同定 にとって重要 な意味 を及ぼすか らで ある。

本論 文は、 「なぜ、人 は良心的支持者 ・構成 員 にな る(な れ る)の か」 とい う問いについて、 さらに細

分化 した3つ の問 いを設定 し、 この問 いに沿って構成 され ている。
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第1の 問いは、 なぜ資源動 員論で 良心的支持者分析が不可能 なのか とい う問いか けで あ り、 この問題

については第1部 、1・2章 で考察 した。資源動員論 は良心的支持者 ・良心的構成員概 念 を生み出 しは

したが、実質 的に社会運動組織 に とっての動員 の対象、主た る資源の源泉 として分類す るに とどまった。

したがって、運動か ら直接 の利益 を得 られ るにもかかわ らず、運動 に参加 しない 「フ リー ライダー」 の

研 究 は進 んだ ものの、良心的支持者 の動員過程や動機づ け、心性 は等閑視 されて きた。

しか し、資源動員論の経験 的モチーフ となった公 民権運動 をはじめ として、 さまざまな社会運動が多

くの良心的支持者の参加 を得 て成果 をあげてい ることは周知の事実であ る。良心的支持者 は、利害 当事

者(被 害者)だ けの もの としてみ られが ちな当該 の問題状況 についてそれぞれの立場 か ら解釈 し、意味

づ けをす る過程で運動への参加や コミッ トを してい くので はないか。 この ような運動参加の 「プロセス」

と意味構築 を分析対象にす るのに最 もふ さわ しいのは、 シンボ リック相互作用論 の基礎 視角を援用 す る

ことでスノー らによ り提起 され た 「フレー ミング分析」で ある。

フレー ミング分析 は、多 くの理論的 ・実証的研究 を産 出 し、社 会運動分析 の典型的な手法 の一つ とし

て確立 して いる。 しか しその一方で、事後説明的な、研究者 による動 員(量)の 事実 に適合 的な 「フレー

ム捜 し」が問題 となるな ど、新 たな課題 も浮かびあがってきつつ ある。 また 日本で は、 フレー ミング分

析 の原理、理論的背景 な どに関す る詳細な究明は皆無 に近か った。本論文 の1・2章 は、ス ノー らの本

来 の問題提起 に立ち返 り、 スノー自身の研 究の流 れを内在的 に検討 し、 ゴフマン とシ ンボ リック相互作

用論 に由来す る、参加者 と運動組織 の相互作用 プロセ スの重視 と、 よ り広 い社会的文脈 に照 らした とき

の集合行為 フレームの布置関係 を示す 「対抗 フレー ミング」 に焦点をあて、 フレー ミング分析 の特質 と

理論 的課題 をス ノーの立場 に即 して明 らか にした貴重 な理論的成果 であ る。

第2の 問 いは、良心 的支持者 にな るプロセスで何が起 こってい るのか、 とい う問いか けであ り、 これ

につ いて は、第II部4章 で扱った。 こんにちの 日本のHIV/AIDSを め ぐる問題状況 に即 して、提 出者の

参与観察経験 や関係者 への聞 き取 り、参与観察先 の文書資料 な どの各種 データをも とに考察 を加 えた。

フレー ミング分析 の主要 な分析対象であ る活動へ のコ ミッ トメ ン ト ・プロセス については、特 に4章 で

詳細 に検討 した。

提 出者が受講 し本格 的な関与の契機 とな った 「エイズ電話相談 員養成講座」 は、知識偏重型 の講演形

式 によるものではな く、 こん にち市民活動 の多 くの現場で用 い られている 「ワー クシ ョップ」 という手

法 に則 った もので あ った。他者 の発言 を批判 した り裁 いた りせず、秘密 を厳守 す る とい ったルール に

よって発言の機会 ・権利が保障 された参加学 習の場で あるワー クシ ョップは、価値観 を安全 に表明で き

る場 で もある。は じめに、自らの もつHIV/AIDSに 対す る否定的 なイメージを吐露 するこ とによ り、自

分 自身の価値 志向に向き合 うこ とがで き、正 しい知識 を自分 の もの とし、 「自分事」 としてHIV/AIDS

を考 えるきっかけをワークシ ョップは提供 した。 この ような 「セルフヘル プ ・グループ」 の ミーテ ィン

グに も対応す るワー クシ ョップの機 能 は、 自身の持つ問題 意識に向き合 うこ と、 さらには他者 の価 値志

向、 た とえばセ クシ ュァ リティな どの受容 を促進 する。 これは、特 に電話相談員 に求め られ る資質で あ

る 「傾聴」の姿勢に も合致す る。

第3は 、良心的支持者 にとってHIV/AIDSと は何 なのか、とい う問いか けであ る。第II部 で取 り上 げ

た もう一つの問いは、HIV/AIDS問 題 に固有 に内在 した問いであ る。HIV/AIDSに っ いて良心的支持

者 は どの ような意味づ けをお こない、他者 に伝承 し、 自身を活動へ と駆 り立ててい るのか を、経験 的 ・

論理 的 に考察 した。3章 で は、特 にエイズ ・パ ニ ック期 か ら薬害HIV、 性 行為感染 の増加、 さ らには
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「薬害肝炎」問題 の顕在化、とい うHIV/AIDSを め ぐる問題状況の変化 による語 り方 の変容 に焦点 をあ

てた。

ワー クシ ョップや教育機関への講師派遣な ど、HIV/AIDSを 語 る際 に、人々 の共感 を得 るために、社

会運動 ・市 民活動 は説得 的な集合行為 フレームの形成(=戦 略的 フレー ミング)を お こな う。現在 そ こ

には、薬害HIV期 の 「被害者 一加害者図式」 と、性行為者すべて に感染の リス クが ある とす る、性感 染

症 の一っ として のHIV/AIDSと い う2種 類 の戦略 的 フレー ミングが混在 してい る。 この こ とによって、

性行為感染 の増加 とい う事実 に 目が向 け られず、性行為感染 は 「自業 自得」 とい う意味づ けを付与 され

がちにな り、 しか もその対策 は、HIV/AIDSに 関す る 「恐i布」に訴 え る 「予 防啓発教育」にな りがちで

あ る。

これ らの戦略的 フレー ミングは、HIV/AIDSが どのよ うな疾病であ るかを説得 的に説明 はで きて も、

良心的支持者 な どの人々が問題意識 を醸成 させ てい くしくみやモーメ ン トは提供 しない。 そこでは 「動

機 的 フレー ミング」が重要な機能 を果 た して いる。先述 したHIV/AIDSを 「自分事 として」捉え ること

も、 この動機 的 フレー ミングの一つであ る。 さ らに、自身の問題 意識 を深 め るのに、THCで は、当事者

/非 当事者、薬害HIV/性 行為感染、 といった境界線 を強 く太 く引 くことを意図的 ・戦略的 に回避 し、

関与者 それ ぞれの 中にあ る 「当事者性」 に気づ くことを重視 してい る。感染の事実が、検査 を受 けない

とわか らず、可視的で はないHIV/AIDSの 場合、 カ ミングアウ トしない・で きない人々の存在 をあぶ り

出す ようなや り方 は、感染当事者 との問に境界線 を引 くことにつなが る。THCが 強調す るの は、感染者

の存在 をない もの に して しまうことに対す る強い忌避感情、つ ま り 「無 自覚 に感染者 を排除 して しまっ

ていないか」 とい う意識 を、 どのよ うに獲得 してい くか を問い続 け、伝承 す ることで あった。 この よう

に、 当事者 を実体化 して捉 えず、 プライバシーを守 り合 う良心的支持者 として 「当事者性」を探 求 して

い こうとす る姿勢がTHCの 活動 の特徴で ある。

「当事者性 の探求」は、感染当事者 との問に境界線 を引 き、感染当事者 を無意識の うち に排 除 して しま

うことを抑制す る意味 をもち、薬害HIVと 性行為感染 それぞれの戦略 的 フレー ミングを架橋 し包括 的に

語 る道 を拓 く、卓越 した戦略で ある。

第III部で は、以上の3つ の問 いをめ ぐる検討 をふ まえ、 さ らなる 「良心 的支持者論」の彫琢 をめざ し

て、理論的考察 をお こなった。 こん にちのボ ランティア批判の大部分 は 「伝統的 ボランテ ィア観」か ら

「組織で活動す るボランティア像」への移行 の際に起 こる現象への批判 とい う形で噴出 してい る。 「純粋

な動機で他人のた めに無報酬で行動す る人」を想定す る伝統 的ボ ランティア観で は、「自発性」や 「無償

性」、 「素人性」、 「片務 的な関係性」が前提 とされる。 その結果、 こんにちの市民活動 ・NPOで 活動す る

ような、対価 を受 け取 り、高度 に専門的で、 自己実現志 向的で、かっサービス受給者 との相互作用か ら

学 ぼ うとす るボランテ ィアの活動の意義が見失 われている。

良心 的支持者 として活動 に コミットしよう とする個人 ボランテ ィアは、組織での活動を経 て、伝統的

ボ ランティア観 を変容 させ てい く存在であ る と、 フ レー ミング分析 の視角か らは捉 えるこ とができる。

フレー ミング ・プロセスを経て、個々の参加動機や問題意識が再構成 されて い くのであ る。 ボランティ

ア批判 は、 その変容過程 と一般的 に流布 されている伝統的 ボランテ ィア観 との ミスマ ッチ ングか ら生 じ

てい る。

この ようなボランテ ィア批判論の批判的検討 を経 て、多 くの良心的支持者 によ り支え られ、 「事業性」

と「運動性」を もった市民活動団体の意義が明確 になる。社会運 動 よ りも一般 的かつ長期 的な視野 に立 っ

た社会 的 ミッシ ョンを掲 げ る市民活動団体 に とって、良心的支持者 の幅広 い獲得 は急務 とされ る。問題
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の当事者や一部 の人 間だ けに問題解決 を委 ねるのではな く、問題 を広 く発信 し、オル タナテ ィブを提示

す る 「運動性 」 と、継続的 に有効 なサー ビスを提供 す る 「事業性」の両立が志 向されてい る。

近年、 メル ッチな どの影響 によって、運動参加 による参加者 のアイデ ンテ ィティ形成の研究が国際的

な高 ま りを見せて い る。 そ こで の中心的 な論 点 は、 「個人 的アイ デ ンテ ィティ と集合 的 アイ デ ンテ ィ

テ ィとの問の調整、 もしくは結合 」 とい う 「アイデ ンテ ィテ ィ合致」で あると指摘で きる。社会運動論

では独 自に、個 々のアイ デンテ ィテ ィが相互作用的に共有 され た集合的 アイデ ンティティに関する議論

を展開 して きたが、社会心理学な どのアイデンティテ ィ研究 との対話が不足 していた。

それ に対 して、本論文で は、社 会的マイ ノリティ、お よびその良心的支持者 のアイ デンテ ィテ ィ形成

に より迫 るために、 ゴフマ ンが提起 した 「スティグマ」に関する議論 に立ち帰 る必要があ り、社会 的経

験 を経て獲得 す るに至 った、 自己 についての主観的感覚を指 す 「自我 アイデンティテ ィ」概念 を再考す

べ きことを主張 し、 自分の 中に棲 みついた他者 の声一 多 くの場合 は否定的な もの とされて きた を

身体化 した人々が、再帰的 に自己 を解釈 する側面 に着 目した。本論文で は、 このよ うな積み重ねを集合

的アイデ ンテ ィティ ととらえ、 自我アイデ ンティテ ィが集合 的な ものに変容 してい くプロセスを フレー

ミング分析 に よって考察す る必要 を説 いた(7章1節)。

社会運動は問題 を提起 し抗議 す る社会運動組織だ けで完結 す るもので はな く、個々 のもつ意味世界や

対抗 フレー ミングとの関係性な ど、 きわめて相互作用的な側面 を もって いる。 フレー ミング分析 に よる

良心的支持者概念 の再提起 は、 この ような認識 によるもので もある。本 論文で は、社会運動組織 を中心

とした市民社 会像 の再構成 を試 みた。 この ような市民社会 は、 当該 の社会問題 を、 当事者や一・部 の社会

運動だ けの ものにせ ず、 それ らを取 り巻 く多 くの良心的支持者 によ り問題が共 有 され る、理解 と受容の

グラデーシ ョンとして とらえられ る。

ただ し、当該の社会問題 に対 して さまざ まな語 りが あるために、対抗 フレー ミングが顕在化す る可能

性が あるこ とも忘れ てはならない。その際 に良心的支持者 は、一度 は受容 した集合行為 フレームを手放

し、 よ り適 した対抗 フ レー ミングに、意識 的に も無意識 的に も接近す るか もしれない。 この ような良心

的支持者がかかわ る社会問題の重層性、多様性 をどの ように分析の姐 上に上 げるかが、問 われてい る(7

章2節)。

一連のエイズ ・パニ ックや ゲイ ・バ ッシ ングな どにみ られ るように、HIV/AIDSで はスティグマが根

強 く、感染不安や 「カ ミングアウ ト」の問題 を惹起 し、その ことがHIV/AIDSを め ぐる問題 を一層不可

視化 して きた側面が ある。 それゆ え、現実 の集合行為の レベルで 「当事者」を規定 し、良心的支持者 と

峻別す るこ とは、 このよ うな感染当事者や感染不安者 を名指 しし、 あぶ り出 し、排 除す ることに加担 し

かね ない。THCは 、可視的で ある良心的支持者 ・構成 員 としての存在が先のプ ライバ シー に抵触 す るこ

とを避 け、非実体 的な 「当事者性 」を探 求 した。 この こ とは、問題 を直視す ることな く 「同 じ人間であ

る」 として安 易に 「みなが 当事者 であ る」 と規定す る問題 意識 とも異 なってい る。

その一方で、HIV/AIDS以 外の問題 ・イシュー に関 して良心的支持者概念 を適用 す る場合、 「何 を、

運動か ら得 られ る直接的 な利益 とす るか」 あるいは 「どの ような人々 を、運動 の担 い手 として規定す る

か」 とい う2つ の論点 を考察す る必要 がある。考察の手がか りとして、本論文 では 「受益圏 ・受苦圏論

を批判的 に検討 した。 そこで は、「受益圏の外、受苦圏の外にい るに もかかわ らず運動 に参加す るの はな

ぜか」 とい う点が考慮 されてお らず、紛争の 「当事者 中心主義」に とらわれていた といえ る。 その点で、

近年の 「よそ者論」 の提起 は、本論 の企 図す る良心的支持者概念 の再提起 と符合 す る点が多 い。 その意

味で本論文は、当事者 を過度 に 「聖化」 す ることによ り、周 りの人間の問題 意識 が醸成 されず、当事者

だけに問題解 決が押 しっ け られ る とい う事態 を問題視 した もので もある。
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近年、「当事者研究」とい うべ き領 域が広 が り、われわれは当事者の抱 える問題 を どのよ うに汲み取 る

べ きであ るのかが問われてい る。 当該の問題 状況に対 す る相互行為的な意味づ け過程で あるフレー ミン

グ ・プロセスの視座 に立てば、 「誰 に とっての問題 なのか」で はな く、 「社会 および問題の解 釈の仕方 に

ついての相違」、っ ま り良心 的支持者の問題 意識 の変容 プロセス に着 目す る必要 がある。HIV/AIDSの

場合、当事者 を固定化 す ることによ り 「感染 当事者 一非当事者 」間の境界線 を強 く引 くこと、さらには、

カ ミングアウ トしない ・で きない人々 を非当事者 カテゴ リー に押 し込めて しま うことの危険性 を提 出者

は指摘 した。提 出者 は この ような問題 とその克服 への試 み に自覚的で あ るべ き ことを強調 し、 「良心 的

支持者論」の意義 を述べ る。

提 出者 自身 は、「良心的支持者 論」をさらに彫琢 して、自分 自身が これ まで に参与観察 して きたHIV/

AIDS関 連 の社会 医運動 ・市民活動 をは じめ とする、GID(GenderIdentityDisorder:性 同一性 障害)

の会、障害児 をもっ親の会、薬物依存症者 の会 な ど、国 内外の社 会的マイ ノリティをめ ぐる集合行為 を

分析 ・考察 して い くことを今 後 の課題 として いる。特 に理論 的 にはフ レー ミング分析 とアイデ ンティ

テ ィ研究 との さ らな る対話 の必要性 を指摘 してい る。7章 で提起 した 「自我 アイデ ンテ ィテ ィ」概念 を

精緻化 し、集合的アイデ ンティテ ィを再考 すべ きことを指摘 した こ とも重要 な問題提起 であ る。

セル フヘル プ ・グループのような当事者 の会 を理論的 ・実証 的に どのよ うに位置づ けるか とい う課題

も残 されてい る。かつて感染爆発 を経験 し、多 くの 「エイズ ・ホス ピス」が立 ち上がったタイの事例、

さ らに、 その事例 の対極 に位置す る 「サー ビス ・プロバイ ダー」であ るサ ンフランシス コの事例 を考察

す ることによ り、良心的支持者論 をさらに彫琢 するこ とがで きる。セルフヘル プ・グルー プ、市民活動団

体、社会運動 とい う一連 の集合行為 を包括 す るよ うな枠組みの構想 を、提 出者 は今後 の課題 としてい る。

以上見てきたように、本論文は、社会運動論で提起された 「良心的支持者」概念 を、HIV/AIDSを め

ぐる集合行為を事例に、フレー ミング分析により再構成および再提起を試みた貴重な成果である。自我

アイデンティティの集合的アイデンティティへの変容プロセスへの注目、ボランティア論批判の乗 りこ

え、良心的支持者 に着目した市民社会像の再構成、従来のHIV/AIDS研 究における当事者中心主義の乗

りこえなど、社会運動論および社会学的HIV/AIDS研 究の発展に資する多 くの知見を得ている。当事

者性 と 「良心的支持者性」 とのさらなる理論的な究明、経験的データの豊富化 などの課題を残 してはい

るものの、本論文は、実証研究 と理論研究 との統合、規範的研究 と社会運動分析 との接合 という至難な

課題 に、きわめて高い水準で答えたものといえる。したがって、審査委員会は全員一致 して、本論文の

提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと判断した。
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